
一

美
味
し
ん
ぼ
「
福
島
の
真

実
」
編
に
対
し
て
政
府
や
自

治
体
関
係
者
（
安
倍
首
相
、

石
原
環
境
大
臣
、
福
島
県
、

福
島
市
、
双
葉
町
、
大
阪
府

知
事
、
大
阪
市
長
な
ど
）
や

マ
ス
コ
ミ
は
猛
烈
な
誹
謗
、

中
傷
、
抗
議
・
攻
撃
を
行
い

ま
し
た
。
石
原
環
境
大
臣
は

「
何
を
意
図
し
て
い
る
の
か

理
解
で
き
な
い
」
と
、
安
倍

総
理
は
「
根
拠
の
な
い
風
評
」

と
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
、
福
島

大
学
学
長
は
、
荒
木
田
准
教

授
の
発
言
を
公
然
と
批
判
し

ま
し
た
。
（
略
）
福
島
で
起

き
て
い
る
事
実
や
放
射
能
被

害
に
対
す
る
科
学
的
知
見
の

無
視
、
あ
る
い
は
黙
殺
し
て

行
わ
れ
た
公
権
力
に
よ
る
こ

れ
ら
攻
撃
は
、
政
府
の
言
い

な
り
に
な
ら
な
い
者
を
委
縮

さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の

で
あ
り
、
雁
屋
哲
氏
の
「
表

現
の
自
由
」
、
小
学
館
の

﹇
出
版
の
自
由
﹈
を
侵
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
福
島
大
学

学
長
の
行
為
は
大
学
教
員
の

「
学
問
の
自
由
」
に
対
す
る

侵
害
に
他
な
ら
ず
、
井
戸
川

克
隆
前
双
葉
町
長
に
対
し
て

浴
び
せ
ら
れ
た
、
ま
る
で
嘘

つ
き
で
あ
る
か
の
よ
う
な
人

格
攻
撃
は
重
大
な
人
権
侵
害

で
す
。
絶
対
に
容
認
で
き
る

も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

二

福
島
で

は
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
の
被
ば
く
で
は
健
康
障
害

は
な
い
、
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放

射
能
で
は
健
康
障
害
は
生
じ

な
い
と
い
う
誤
っ
た
宣
伝
が
、

行
政
に
よ
っ
て
地
域
、
学
校

で
徹
底
的
に
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
異
常
な
ま
で

の
攻
撃
は
健
康
へ
の
不
安
・

異
常
を
口
に
出
せ
な
く
な
る

空
気
を
助
長
し
、
放
射
能
に

不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
人
た
ち
、
と
り
わ
け

子
育
て
中
の
人
々
を
今
ま
で

以
上
に
抑
圧
す
る
結
果
を
招

い
て
い
ま
す
。
（
略
）
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美
味
し
ん
ぼ
問
題
に
つ
い
て

―

権
力
に
よ
る
真
実
の
封
殺
を
許
し
て
は
な
ら
な
い

―

経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ
ろ
ば

テ
ン
ト
日
誌
よ
り
抜
粋
し
て
転
載
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三

し
か
し
、
（
略
）
そ
れ

は
逆
に
、
政
府
に
対
す
る
疑

念
を
広
げ
、
放
射
線
管
理
区

域
に
相
当
す
る
地
域
に
住
み

続
け
る
こ
と
へ
の
危
険
性
と

放
射
能
健
康
障
害
の
事
実
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
、
多
く
の

市
民
の
反
発
と
怒
り
を
も
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
一
連
の

事
態
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
事
実
が
焦
点
化

（
顕
在
化
）
す
る
事
に
対
す

る
政
府
・
福
島
県
の
危
機
感

と
そ
の
深
さ
に
他
な
り
ま
せ

ん
。

四
〝
鼻
血
〞
が
福
島
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
調
査
は
存
在
し

ま
す
。

（
一
）

鼻
血
の
報
告

①
伊
達
市
立
保
原
小
学
校
の

保
健
だ
よ
り
（
二
〇
十
一
年

七
月
）
一
学
期
に
鼻
血
を
出

す
子
が
多
か
っ
た
事
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
国
会
議
員
質
問
で
も
多
く

触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
（
二
〇

十
二
年
六
月
十
四
日
、
参
議

院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

委
員
会
で
の
自
民
党
、
森
ま

さ
こ
議
員
）
。

③
雑
誌
「
デ
イ
ズ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
編
集
長
広
河
隆
一
氏
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
後
、

周
辺
住
民
五
人
に
一
人
は
鼻

血
を
訴
え
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

④
何
よ
り
も
井
戸
川
さ
ん
が

自
ら
〝
鼻
血
〞
の
事
実
を
証

言
し
て
い
ま
す
。

（
二
）

環
境
省
環
境
保
健

部
は
（
略
）
一
貫
し
て
、
健

康
被
害
調
査
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

し
、
デ
ー
タ
を
隠
し
続
け
、

沢
山
の
鼻
血
の
事
実
に
対
し
、

そ
の
原
因
が
放
射
線
被
ば
く

で
は
な
い
と
証
明
も
せ
ず
、

（
略
）
憲
法
十
三
条
「
…
生

命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に

対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
限
り
、
立
法
、
そ
の
他

の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊

重
を
必
要
と
す
る
」
に
反
し

て
い
ま
す
。

（
三
）
〝
鼻
血
〞
が
福
島
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
科
学
的
な
調
査
結

果
は
現
に
存
在
し
ま
す
。
そ

れ
は
「
水
俣
学
の
視
点
か
ら

み
た
福
島
原
発
事
故
と
津
波

に
よ
る
環
境
汚
染
」
（
中
地

重
晴
・
大
原
社
会
問
題
研
究

所
雑
誌

二
〇
十
三
・
十
一
）

で
す
。
こ
の
中
の
十
八
、
十

九
ペ
ー
ジ
に
、
「
（
十
一
）

双
葉
町
民
の
健
康
調
査
の
中

間
報
告
」
が
あ
り
ま
す
。

※
中
地
氏
は
南
労
会
支
部
組
合
員
。

こ
の
調
査
は
、
「
岡
山
大

学
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研

究
科
の
津
田
敏
秀
氏
、
頼
藤

貴
志
氏
、
広
島
大
学
医
学
部

の
鹿
嶋
小
緒
里
氏
と
共
同
で
、

双
葉
町
の
町
民
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
た
め
の
疫
学
調

査
を
実
施
し
た
」
も
の
で
す
。

曰
く
「
今
回
の
調
査
に
よ
る

結
論
は
、
震
災
後
一
年
半
を

経
過
し
た
二
〇
十
二
年
十
一
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月
時
点
で
も
様
々
な
症
状
が

双
葉
町
住
民
で
は
多
く
、
双

葉
町
・
丸
森
町
と
も
に
特
に

多
か
っ
た
の
は
鼻
血
で
あ
っ

た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

「
双
葉
町
、
丸
森
町
両
地
区

で
、
多
変
量
解
析
に
お
い
て

木
之
本
町
よ
り
も
有
意
に
多

か
っ
た
の
は
、
体
が
だ
る
い
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
目
の
か
す

み
、
鼻
血
、
吐
き
気
、
疲
れ

や
す
い
な
ど
の
症
状
で
あ
り
，

鼻
血
に
関
し
て
両
地
区
と
も

高
い
オ
ッ
ズ
比
を
示
し
た
。
」

（
略
）

五

風
評
で
は
な
い
！

被
害
は
東
電
と
政
府
に
こ

そ
要
求
す
べ
き
も
の
だ
！

風
評
被
害
の
大
合
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被

害
が
有
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
、
東
電
と
国
に
要
求
す
べ

き
も
の
で
す
。
美
味
し
ん
ぼ

の
表
現
を
も
っ
て
風
評
被
害

を
語
る
の
は
筋
違
い
で
す
。

福
島
第
一
原
発
事

故
が
全
て
の
原
因

で
あ
り
、
責
任
は

東
電
と
、
そ
れ
を

〝
安
全
神
話
〞
の

下
で
推
進
し
て
き

た
国
が
負
う
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
す
。

六

放
射
能
健
康
被
害
対

策
が
急
務
。

五
月
十
九
日
（
月
）
福
島

県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
児
甲

状
腺
ガ
ン
な
い
し
そ
の
疑
い

が
八
九
名
で
す
（
略
）
。
二

十
倍
を
超
え
る
発
生
率
で
す
。

異
常
多
発
は
明
ら
か
で
す
。

鼻
血
が
焦
点
に
さ
れ
ま
し
た

が
、
事
態
は
遥
か
に
進
行
し

て
い
る
の
で
す
。
現
在
の
健

康
調
査
は
（
略
）
健
康
相
談

や
予
防
対
策
に
結
び
つ
い
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、

事
故
の
四
年
後
か
ら
小
児
甲

状
腺
ガ
ン
が
多
発
し
、
ガ
ン

以
外
に
、
若
年
白
内
障
、
歯

と
口
の
異
常
、
血
液
、
リ
ン

パ
、
心
臓
、
肺
、
消
化
器
、

泌
尿
器
、
骨
及
び
皮
膚
の
疾

患
な
ど
広
範
囲
に
健
康
障
害

が
起
き
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

三
年
二
カ
月
を
迎
え
る
今
日
、

事
態
は
急
を
要
し
て
い
る
の

で
す
。

経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ
ろ
ば

は
、
美
味
し
ん
ぼ
「
福
島
の

真
実
」
編
に
対
す
る
誹
謗
、

中
傷
、
攻
撃
に
断
固
と
し
て

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
福
島

と
と
も
に
歩
む
取
り
組
み

（
略
）
を
進
め
る
こ
と
を
改

め
て
宣
言
し
ま
す
。

二
〇
一
四
年
五
月
二
七
日
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